
従業員が仕事と子育てを両立させることができ、従業員全員が働きやすい環境をつくる

ことによって、全ての従業員がその能力を十分に発揮できるようにするため、次のように

行動計画を策定する。

１．計画期間 ２０２５年４月１日～２０３０年３月３１日までの５年間

２．内　　　容

目標１ 子どもが生まれる際の父親の休暇の取得率１００％を目指す。

＜対策＞

◆子育て世代の従業員を中心にパンフレット等の配布による周知・取得

　促進を図る。

目標２ ２０３０年３月までに年次有給休暇の取得日数を

１人当たり平均年間９日以上とする。

＜対策＞

◆部署別に取得状況を分析し、パンフレット等の配布により、取得促進

　を図る。

◆各部署において年次有給休暇の取得計画を策定する 。

目標３ 所定外労働時間の削減や多様な働き方の整備に向け検討をする。

＜対策＞

◆労働環境(賃金や休日数)の整備に取り組み、

　人材確保に努め、ひとりひとりの負担軽減につなげる。

目標４ ２０３０年３月末までに男性の育児休業取得者を５人以上とする。

＜対策＞

◆男性従業員が育児休業を取得しやすい職場環境整備の実施及びパンフ

　レット等を配布する。
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